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1　は　し　が　き

福島県の転作水田には1，000ha程度の湿田があり．これら

ちの湿田に適する転作作物が望まれている。今回，阿武隈

山間の天水を利用した湿田地域で青刈ハトムギの移植栽培

試験を実施し，育苗法と本田での施肥法について有効な成

果が得られたので報告する。

2　試　験　方　法

1．試験場所　　安達都東和町木幡地区　水田

2．供試品種　　岡山在来

3．育苗法に関する試験条件

（1）播種量と田植機適応性

1）播種量（尻／箱）　200．220，250

2）供試田植機　　　YP－2型

（2）浸種法

1）良種温度　室温（10～15℃），20℃，30℃

2）浸種日数　1日，2日，3日，4日

3）播種法　紙筒R－7，1穴1拉播

（3）床土施肥と発根力

1）試験区の構成

区 N l
施 肥 虫 （免／箱 ）

N P 2 0 5 K z O

1 0 0 0

2 0 ．5 1．0 1 ．0

3 1．0 1．0 1 ，0

4 2．0 2 ．0 2 ．0

2）播種法　紙筒R－7，1穴1粒播き

3）発根調査

20日間育苗した苗の根，および種子を切除した

後，1／20008ワグネルポットに1区20本移植し，

14日目に発根状況を調査した。

（4）育苗温度と苗の生育

4月8日～5月17日まで10日おきに5回播種し，

20日間，育苗した苗の生育と露地育苗期間中の気温

について調査した。

（5）本田における田植機移植の実証

1）移植期　昭和56年5月22日

ー145－

2）栽植密度　機械値区　29．5×14．0の

手樽区　30．0×15．0（Ⅶ

3）施肥鎚：二N二2．0，P205：2．6，K20：1．8毎

／8

4．本田施肥法に関する試験条件

（1）試験区の構成　　　　　　　　（単位　牧人）

試 験 区 名 N P 2 0 5 K 2 0 廃 条 堆 肥 牛 糞 駿 肥

化　 成 1 区 1 ．0 1 ．3 0 ．9

化　 成　 2　 区 2 ．0 2 ．6 1 ．8

廃 条 堆 肥 1 区 1 ．0 1 ．3 0 ．9 2 0 0

廃 条 堆 肥 2 区 1 ．0 1 ．3 0 ．9 4 0 0

廃 条 堆 肥 3 区 1．0 1 ．3 0 ．9 6 0 0 －

牛 糞 厩 肥 区 1 ．0 1 ．3 0 ．9
－ 2 0 0

（2）移植期　昭和57年5月27日

（3）栽植暫度　29．5×14．ldl（24．0珠／ガ）

3　試験結果及び考嚢

（1）育苗法

1）播種壁と田植機適応性：機械移植をすろため1

箱当りの適播種罠について検討した（表1）。供試田植機

はYP－2型で，横取面積を1．82cdに調整して実施したと

ころ，各区1～5本植付けられ，欠株は播種崖が多くなる

にしたがい減少した。苗の損傷率については，播種生が増

加すると茎折損はやや減少するものの葉損傷や種子脱落が

増加し，総じて増加する傾向を示した。これらの結果から，

適播種軌は植付本数，欠株の点で250み／′箱が適当と見ら

れる。

表1播種星と田植機適応性

播種量

（沙／箱 ）

苗の生 育 植付状況 苗 の 損 傷 率

草丈 彙数 植付

（豊 熟

欠株 茎折損 薫損傷 種子
脱落
（％）（どれ） （枚） （％） （％） （％）

200 13．0 1．9 2．3 22．5 21．4 0 11．4

220 15．0 1．7 2．2 17．5 14．1 1．4 26．8

250 13．9 1．7 3．4 0 14．0 2．2 28．7

2）浸種法：浸種温度と良種日数について調査した

ところ図1の成績が得られた。吸水量は各温度区とも32～

33％で一定となり，浸種温度が高いほど吸水速度は速まっ

た。草丈の変異係数は吸水が飽和状態となった時点で最低
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室温（10～15℃）　20℃　　30℃　（浸種温度）

図1浸種温度と吸水速度及び草丈の変異係数

値を示し，室温では4日，20℃では3日，30℃では2日の

良種日数が最適と認められた。

3）床土施肥と発根力：　田植梼移植で生じる種子脱

落苗の活着を高めるために，床土施肥量と発根力について

検討した（表2）。苗の草丈と菜数は施肥をすることによ

り大きくなった。発根状況は箱当り窒素1．0g以上施用し

た区で良くなる傾向を示した。これらの結果から，床土施

肥は苗を徒長気味にするが，活着を良くするためには少な

くとも室素1．0g／／箱程度の床土施肥が必要と思われろ。

嘉2　床土施肥量と苗の発根

区 沌l

苗 の 生 育 移 植 後 生 育 （ 14 日 日 ）

草 丈 彙 数 草 丈 秦 数 発 根 数 発 根 長

（m ） （枚 ） （膚 ） （枚 ） （本 ） （仇 ）

1 17 ．5 2 ．0 14 ．3 2．4 3 ．2 1 5 ．4

2 2 6 ．4 2 ．2 18 ．1 2 ．6 3 ．3 1 6 ．3

3 2 5 ，0 2 ．2 18 ．2 2 ．6 4 ．1 1 6 ．7

4 2 5 ．1 2．3 18 ．9 3 ．0 4 ．6 1 9 ．6

4）育苗温度と苗の生育：　苗の徒長を抑制するため

に，露地育苗期間中の気温と苗の生育について検討した

（図2）。草丈は育苗中の平均気温17℃以上で伸長しやす

くなり，第1垂鞘長も同様の傾向を示した。逆に苗の充実

度は平均気温が高くなるにしたがい低下する傾向を示し，

苗の徒長は育苗温度が高くなると増大すろものと思われる。

5）本田における田植機移植の実証：育苗試廉の結

果を基に育苗した苗を現地で機械移植し，収量性について

妾4　本田施肥法と生育及び収量

14　15　16　17　18　19　20（℃）
育苗中の平均気温

図2　育苗中の気温と苗の生育

義3　現地における機械植えの収量

試験区名

苗の生育 収穫期 に おけ る

草丈 築致 草丈 茎 数 生草重 乾物重
（蕗） （枚） （仇） （本／の （吻ぺ）（吻ム）

機械植区 12．4 1．7 192 126 5 19 10＄．6

手 槍 区 12．4 1．7 2 16 111 47 1 93．2

検討した（表3）。現地の田植機は最大接収面積が1．62cd

と小さかったために20％の欠株が生じたが，密植したため

平均19．4株／／おが植付けられた。育刈収量は手槍区が471

吻んに対し機械植区は591枚んと多収を示し，育刈ハト

ムギの田植機移植は密植することにより，手植え並かそれ

以上の収量を得ろことが認められた。

（2）本田施肥扶

育刈ハトムギ栽培において化成肥料を節約する目的で，

残査廃条堆肥（以下廃条堆肥）と牛糞睨肥の肥効について

検討した（表4）。化成肥料単用では，乾物収量100吻／も

程度を得るためには窒素2．0吻八以上の施用が必要と認め

られた。各堆厩肥区においては廃条堆肥3区で窒素2．0

吻ん施用以上の乾物収量が得られた。その他の区におい

ても1株当りの乾物重は化成1区に比べ高まっておりト廃

条堆肥や牛糞厩肥は湿田においてもハトムギに対し肥効の

高いことが認められた。しかし，これらの有機物資材の適

施用量については判然としないために，さらに今後検討す

る必要がある。

試 験 区 名
初 期

生 育

出 穂 期

（月 日 ）

収 穫 期

（月 日 ）

収　 穫　 期　 に　 お　 け　 る 1 株
乾 物 重

同 左 比

（％）

草 丈 茎 数 生 尊 重 同 左 比 乾 物 重 同 左 比
（rn ） （本 ／／′株 ） （吻 ム ） （％） （吻 ／ぺ ） （％） （乳／／株 ）

化　 成 1 区 艮 8．18 9 ． 7 2 0 3 5 ．0 4 2 7 10 0 7 5 ．6 10 0 3 3 ．0 10 0

化　 成　 2　 区 中 〝 〝 2 1 1 5 ．1 4 8 1 1 13 9 3 ．7 12 4 5 1 ．5 15 6

廃 条 堆 肥 1 区 良 〝 ′／ 2 0 7 5 ．5 4 9 7 1 16 7 6 ．5 10 1 3 8 ．5 1 17

廃 条 堆 肥 2 区 や や 艮 〝 〝 2 0 0 6．0 4 6 9 1 10 7 9 ．3 1 0 5 3 7 ．8 1 15

廃 粂 堆 肥 3 区 〝 〝 〝 2 0 8 6 ．2 5 60 13 1 10 5 ．2 1 3 9 5 7 ．0 17 3

牛 糞 厩 肥 区 中 〝 〝 2 0 7 4 ．3 4 0 2 9 4 8 0 ．0 10 6 40 ．0 12 1




